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失するが， 12週の方がイ ンプラントと骨組織間の結合組織層は薄く， X線的にもより良好な所見を呈
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していた。
2. 雑種成犬およびカニクイザ、ルを用い，抜歯3カ月後にアルミナ，ハイドロキシアパタイトおよびチ
タンの各インプラントを各々下顎両側臼歯部に植立した。 3カ月後に片側のみ補綴物を装着し，さら
に3カ月問機能させ，各インプラントにつき，補綴物装着側，非装着側での周囲組織を組織学的およ
び臨床的に観察し，比較を行った。その結果，アルミナの場合，インプラント周囲の骨梁形成は非装
着側に比べ装着側でより優れ，骨組織との聞に薄い結合組織が介在していた。いずれも臨床的に動揺
および炎症症状はみられなかった。ハイドロキシアパタイトでは，装着側インプラント周囲の骨梁形
成は非装着側に比べより優れ，骨組織との聞に結合組織は介在せず，骨との直接結合が認められた。
また，アルミナの場合とは異なり，装着側インプラント頚部周囲骨に漏斗状の骨吸収が認められ，臨
床的に歯肉溝は深く，頚部にX線透過像がみられた。チタンの場合，装着側では非装着側に比べ周囲
の骨梁形成はより優れ，表面の小孔や側孔に骨侵入が認められた。ハイドロキシアパタイト同様，骨
組織との聞に結合組織は介在せず骨と直接結合していた。装着側インプラント頚部周囲骨には漏斗状
の骨吸収がみられ，臨床的に歯肉溝は深く，頚部にX線透過像が認められた。
3. 三次元有限要素モデルを用い，インプラントに荷重を加えることにより周囲骨に生じる応力解析を
行った。解析はインプラント周囲に結合組織が介在する場合と介在しない場合の 2通りの条件で行っ
た。その結果，周囲骨との聞に結合組織が介在するアルミナインプラントでは，インプラント全周で
均一な応力分布を示したが，介在させない場合にはイプラント頚部周囲骨に高い応力が認められた。
一方，結合組織の介在しないハイドロキシアパタイトやチタンインプラントでは，頚部周囲骨に特に
高い応力集中がみられたが，介在させる場合にはインプラント周囲の応力は均一な分布を示した。
4. アルミナインプラントについては二次元有限要素モデルを用い インプラントと周囲組織聞に特に
すべりの条件を導入した応力解析を行った。その結果，インプラント周囲に結合組織の介在する場合
は，介在しない場合に比べインプラント周囲で均一な応力分布を示した。
以上より，アルミナインプラントの上部補綴物装着時期として，植立後12週が最良である O インプラ
ント周囲の骨梁形成は，補綴物装着を行い，阻B爵機能を付加することにより促進されるO インプラント
周囲の組織所見，臨床およびX線所見より，インプラントの種類にともなう周囲組織反応の違いと応力
分布との関連性が認められる O これらよりインプラントが骨組織に維持されるには，材料，形態を考慮
に入れ，周囲骨に生じる応力を分散することの重要性が示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究はインプラントにおける上部補綴物の装着時期が周囲組織反応に及ぼす影響を組織学的，臨
床的およびX線的に検索するとともに，補綴物装着下での3種の異なるインプラントの周囲組織の機能
的反応を，成犬およびカニクイザルを用いて比較検討しさらに有限要素法により周囲骨に生じる応力に
ついて検討したものである O
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その結果，補綴物装着時期として植立後12週が適当であること，インプラント周囲の骨梁形成は岨暢
機能を与えることにより促進されること，さらにインプラントの種類にともなう周囲組織反応の違いと
応力分布状態とが関連性をもつことが明らかとなった。
すなわち，機能下においてインプラントを骨組織に維持させるには，材料，形態を考慮に入れ，周囲
骨に生じる応力を分散させることの重要性が示された。
宅間雅彦君の論文は，インプラントの臨床応用に際し，周囲組織の機能的反応を解明するのに極めて
有益な示唆を与えるものとして，歯学博士の学位授与に十分値する業績であると認めるO
? ?
